
銀行が打ち出す「金利の高い」ちょっと楽しい定期預金とは

銀行が預金獲得に向け、いろいろとアイデアを凝らした商品を出している。ホールインワン定期や宝く
じ付き定期、ひいきのチーム応援定期など数多くある。

低金利が続き銀行に預金をしても、ほとんど元本が増えないため、株式や保険などの他の商品に切り替
える人は少なくない。そうした状況の中、個人客を少しでもつなぎとめようという作戦だ。

融資先はM＆Aによる事業承継案件に

ただ集めた資金は貸し出さなければ金利差で稼ぐ銀行のビジネスモデルが成り立たなくなる。資金を集
めるアイデアに知恵を絞るとともに、融資先についても知恵を出す必要がある。シェアハウス案件をめ
ぐるスルガ銀行＜8358＞の不正融資問題はこうした事情が背景にある。

経済産業省は今後10年のうちに70歳を超える中小企業経営者は約245万人とみており、このうちの半
数は後継者がいないと分析している。これら中小企業がすべて廃業すれば2025年ごろまでに650万人
の雇用と22兆円のGDP（国内総生産）が失われる可能性があるという。

そこで、経済産業省が推進しようとしているのが、後継者のいない中小企業を第三者に売却するM＆A
による事業承継。この後押しのため2018年度からさまざまな減税措置が導入されており、今後中小企
業のM＆Aの増加が見込まれる。

株式売買が伴うM＆Aでは売買代金確保のための資金需要がある。知恵を絞って集めた資金はこうした
ところに貸し出すことで、日本経済の発展に貢献できるはずだ。経済産業省の予測では今後10年間で1
22万件のM＆A案件候補が発生する。市場は決して小さくはない。

スルガ銀行は珍しいホールインワン定期を取り扱い
スルガ銀行リクルート支店　ホールインワン定期預金　同行ホームページより

一方、銀行は預金獲得にどのようにアイデアを絞っているのだろうか。信用データを改ざんして実施し
た不正融資で揺れる、あのスルガ銀行は預金集めで珍しい定期預金を取り扱っている。

スルガ銀行のインターネット支店の一つであるリクルート支店が扱っているホールインワン定期預金が
それだ。3カ月の定期預金を預け入れ中に、ホールインワンを達成すると、通常金利の0.110％に最大1
.0％を上乗せした特別金利で1年間預金することができる。預金金額は10万円から1000万円まで。

おもしろいのはホールインワンを達成し、特別金利枠を獲得した後でも預金の追加預け入れが可能なこ
と。まずは10万円を預金しておき、ホールインワンを達成したあと1000万円に増やすことができるの
だ。ゴルファーにとっては楽しみながら預金を増やすことができるユニークな商品だ。



宝くじ付き、ひいきのチーム応援など楽しい預金も
大阪シティ信用金庫　夢ふくらむ支店　宝くじつき定期預金「夢ジャンボ」　同金庫ホームページより

預入金額に応じて宝くじがもらえる定期預金もある。一等賞金が数億円という宝くじもあり、当たれば
預入金額の数十倍、数百倍となるため、楽しみは大きい。

数多くの銀行が宝くじつき定期預金を取り扱っているが、大阪シティ信用金庫ゆめふくらむ支店で取り
扱っている宝くじ付き定期預金「夢ジャンボ」は金利、宝くじ枚数とも条件がいい。

「夢ジャンボ」はスーパー定期1年ものの店頭表示金利に0.10％が上乗せされ、さらにジャンボ宝くじ
を100万円につき5枚をプレゼントするというもので、100万円、200万円、300万円の3コースがある
。

大阪シティ信用金庫のゆめふくらむ支店は仮想の店舗だが、インターネットではなく電話のみで取引を
行うという面も、どこか懐かしさを感じる。

プロ野球チームやプロサッカーチームの勝敗や観客動員数によって金利が上がる商品もある。これも数
多くの金融機関が取り扱っているが、今回は応援の意味も込めて現在パリーグ最下位の楽天イーグルス
向けの定期預金を紹介する。

荘内銀行　楽天イーグルス応援定期預金2018　同行ホームページより

荘内銀行が取り扱っている楽天イーグルス応援定期預金2018がそれで、楽天イーグルスがパリーグ優
勝すると金利が店頭表示金利の年0.01％から年0.15％に、2位、3位だと年0.10％に跳ね上がる。残念
ながら4位－6位だと店頭表示金利のまま。1年の定期預金で10万円から預け入れができる。

6月が近づくとあちらこちらから夏のボーナスの話題が聞こえてくる。今年の夏のボーナスの支給額は
前年より若干増える見通しで、夏としては3年連続の増加となりそうだ。お気に入りのファッション商
品の購入や、家電の買い替え、海外旅行など使い道はいっぱいだ。ただ、すべて使ってしまうと不安が
残る。ここは将来に備えて、一部をこうしたちょっと変わった、そしてちょっと楽しめる預金に回して
みるのも悪くはないだろう。

文：M＆A Online編集部


